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岩田  裕子エッセイスト

「ルパン」誘惑的な宝石たち18

優雅な人々

時代はベルエポック

怪盗ルパン

たぎ

　宝石泥棒―この響きには、心をくすぐら

れる。もちろん現実に現われたら恐ろしい

けれど、映画のなかの宝石泥棒は、痛快で、

おしゃれで抵抗できない魅力にあふれて

いる。

　この連載で今まで、取り上げた宝石泥棒

を振り返ってみてもそうだ。

　「ピンクパンサー」の怪盗デビッド・ニ

ーブンは遊び上手な英国紳士、「泥棒成金」

のケーリー・グランドはアメリカ生まれ

のナイスガイ、「大盗賊」のジャン・ポール・

ベルモンドは、自由奔放で女好きで、最高

にセクシーだ。

　女賊のほうも、美輪明宏と京マチコが扮

したミステリアスな女賊「黒蜥蜴」。ディー

トリッヒの貴婦人怪盗が活躍する「真珠の

首飾り」・・・と、誰をとっても優雅で人をひ

きつけて離さない魅力にあふれている。

　超一流のジュエリーが放つ、強力なオー

ラをいつも浴びているから・・・かもしれな

い。

　探偵のほうが、シャーロック・ホームズ

にしても、ポワロにしても、明智小五郎に

しても、女性にはストイックなのにくらべ、

怪盗のほうは、欲望に限りなく忠実。危険

な快楽に突き進んでいく。善悪を超越し

たその自由奔放さで、わたしたちを、いっ

とき日常のルールから解き放してくれる

のだ。

　今回とりあげた、稀代の宝石泥棒。

　古今東西の怪盗のうちで、もっとも有

名な大泥棒だ。黒いマントにシルクハット、

細いステッキを手にしたルパンは、誰よ

りも優雅でかっこいい。

　2005年に公開されたばかりのフランス

映画「ルパン」は、フランス人作家モーリス・

ルブラン原作の「怪盗ルパン・シリーズ」を

忠実に映画化している。

　この映画の中の宝石ほど、なまめかしい

輝きをめったにみない。まさに宝石が主役

といってもいい映画なのだ。

　タイトルバックからしてそうだ。はじめ

は、光のきらめきだけが映される。きらき

らと、光の炎がゆらめき、それがやがて形

を見せ始め、極上のダイアモンドとプラチ

ナが姿を現わし、やがて、ベルエポックを

代表するガーランドスタイルのジュエリ

ーだと判明するのだ。

　その煌きは、まるで、愛する男をこちら

にむかせようと、いちばん綺麗な笑顔を振

りまく、女の子たちのウインクみたい。そ

れもただの女の子ではなく、実は、気品に

あふれた姫君だった、とでもいうような出

だしなのだ。この映画の中の宝石たちは、

最後まで、この生き生きとした魅力をふり

まいている。

　物語は、アルセーヌ・ルパンの幼少期か

ら始まった。

　時代は1882年、フランスが第三共和制だ

ったころ。舞台は、ノルマンディー地方に

あるドルー＝ス－ビーズ公爵邸である。公

爵夫人は、ガーランドスタイルの白いジュ

エリーを身につけ、公爵夫人の妹アンリエ

ットは、青いルピナスの花を摘んでいた。

　ルパンという名は、このルピナスの花に

ちなんでいる。

　アンリエットは、素性の知れないボクシ

ング教師テオフラスト・ルパンと結婚し、

一人息子のアルセーヌをもうけている。そ

のことで、肩身の狭い思いをしていた。公

爵邸には、王家から伝わるみごとな財宝が

ざくざくとあった。中でもいちばんの家宝

は、豪奢きわまるダイアモンドの首飾りだ。

　マリー・アントワネットの持ち物だった

とされるいわくつきの宝石。王妃を断頭台

へ送ったともいわれるダイアモンド。その

値段は、当時の価格で160万リーブル。日本

円に換算すると、192億円！といわれると

んでもないしろもの。王妃が実在した18世

紀当時、国家予算の0.3％に相当したという。

　実際は、この首飾りは、ばらばらにして

売られ、現存していないのだが、映画のな

かでは・・・。

「マリー・アントワネットは曽祖父を愛して、

死ぬ前に首飾りをくれたのよ」公爵家の一

人娘、アルセーヌのいとこにあたるクラリ

スがいった。　しかし、アルセーヌの父テ

オフラストは、あれは公爵家の祖先が、王

家から盗んだものだと息子に教える。こ

の父は実は、名うての泥棒なのだ。

　「金持ちと詐欺師をねらえ、盗みは遊び

じゃない。血の滾る情熱だ。監獄には入るな。

若いうちからなれておけ。いいか、相手の

気をそらすのだ」これが父の教えだった。

　伝統芸能の家系のように、アルセーヌは

怪盗としての英才教育を受けた。まだ６歳

の彼は、その小さな体を駆使して、まんま

と王妃の首飾りを盗み出し、父に渡す。恐

るべき初陣！

　この事件がきっかけで、一家は、公爵家

から追い出され、父は殺された。惨殺死体

の父の指には、紋章の彫られたラピスラズ

リの大きい指輪はめられていた。

　それから十数年のときがたち、ある船で

ニュー・イヤーズ・イブのパーティーが開

かれていた。そこに現われたのは、燕尾服

とシルクハットのおしゃれな青年ラウル・

ダンドレジー。その指には、ラピスラズリ

の指輪があった。ラウルとは、20歳になっ

たルパンの別名なのだ。船上は彼にとって、

取り放題の宝の山。上流階級の夫人たちの

首や腕につけられた白くてゴージャスな

宝石たち。

　ルパンの目から見ると、宝石たちが「わ

たしを奪って」とささやいて見える。蠱惑

に満ちた極上のジュエリーたち―チョー

カー、ソトワール（ペンダントをさげたネ

ックレス）ドロップタイプのイヤリングや

指輪。ダイアモンドに真珠、プラチナ、あま

りの輝きに目がくらみそう。

　パーティーのクライマックスは、ゲスト

それぞれが手にする花火だった。線香花火

とも、空に上がる花火とも違う。星のよう

な光を放つ、まさに煌く白さに惑溺したベ

ルエポックらしい花火。花火の喧騒に乗じ

て、ルパンのテクニックが冴えた。目にし

ただけで、次の瞬間、獲物はルパンの手に

渡っている。この10数年間にそのテクニッ

クは、それこそ芸術の域に達していた。

　たとえば、女性の胸に白い3連の真珠の

首飾りを見つけたルパンは、ウェイターが

運んできたシャンパンを右手でとって彼

女に勧める。相手がそのグラスを手に取る

より先に、左手が・・・もう盗み取っていた。

相手は盗られたことにさえ気づかない。そ

の首には、もう首飾りはないというのに、

にこやかにシャンパンのお礼をいう。これ

ほどあざやかな手口はない。なんて、優雅

な盗み方だろう。

　そのわりに、逃げようとして階段でつま

ずき、

盗った宝石を投げ出してしまう。どじもい

いとこだ。船のうえで、腿を高く上げながら、
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「ルパン」2004年 フランス

監督:ジャン=ポール・サロメ

原作:モーリス・ルブラン　

出演：ロマン・デュリス、クリスティン=スコット・トーマス

　　 パスカル・グレゴリー、エヴァ・グリーン

「ルパン」  発売中！

価格：3,990円（税込）

発売元：角川ヘラルド映画

販売元：角川エンタテインメント

恋人たちと宝石と　

�2004-Hugo Films-TF1 Films Production-M6
Films-Arsene Lupin Ltd-Vertigo Films SL‐Rai Cinema

理想的な疾走をみせるルパンの楽しいこと。

逃げ切れないと悟ったとき、海へ向かって

高く飛び、理想的なダイビングを見せて、

無事逃げ去った。

　どこか軽薄そうな青年ルパン。さっき宝

石を盗んだばかりの貴婦人から助けられ

たりもする、人懐っこい性格は、さすがル

パン三世のおじい様？大事なところでこ

けたりもする、この二枚目半のかっこよさ

は、フランスのアクション俳優の伝統にの

っとっている。

　しかし、そのルパンにも悲しみがあった。

母の死。病院に見舞いにいったルパンの前

で、憲兵から息子を守ろうとした母は、心

臓発作で亡くなってしまう。

　病院で看護師をしていた幼馴染のクラ

リスとともに、墓前にルピナスの花を捧

げるアルセーヌ。

　オレンジの服を着て、オレンジ色のめ

のうのイヤリングをつけたクラリスも、

もう18歳だった。ふたりは、愛し合った。

　やがて物語は、クラリスの父であるス

ービーズ公爵をはじめとする貴族たちの

陰謀へと展開する。オルレアン公を王位

につけようと願う彼らは、王家の財宝を

狙い、ルパンもそれを狙おうとする。宝石

をちりばめた美しい十字架が、別の十字

架の場所をしめし、それがそろうと、財宝

のありかがわかるという、華麗な宝石ゲ

ームが繰り広げられるのだ。

　そしてここに、謎の美女カリオストロ伯

爵夫人が登場する。女好きのルパンは、彼

女にも深く惹かれてしまう。しかしこの夫

人は、とんでもない悪女だった。

　公爵邸で、贅を尽くした仮面舞踏会が開

かれた。軽やかに踊る人々のうえから、光

がキラキラ落ちてきて、この場に集まった

宝石のきらめきを表現している。

　清楚な魅力のクラリスは、白いドレスに、

母の形見のダイアモンドのイヤリングと

いう白い装い。そこに到着したカリオスト

ロ夫人は、黒いドレスを身にまとい、まるで、

白鳥の姫君に対抗する邪悪な黒鳥の美し

さだ。そのジュエリーは、まがまがしいほ

ど大粒のエメラルドや、サファイア、ダイ

アモンド。オニキスなど。大粒の宝石をは

め込んだ黒い扇子も美しい。催眠術まで

使い、不老不死の謎も秘めた女の凶暴な

美しさに、それらの宝石たちは、とてもよ

く似合っていた。なんて邪悪な美しさだ

ろう。  　白と黒。善と悪。若さと成熟。ク

ラリスとカリオストロ夫人。

　なにもかも対照的な女たちが、ルパンを

めぐって、対立している。

　やがて、ルパンはクラリスと結婚。かわ

いい息子も生まれた。怪盗としても充実し

た時が過ぎていく。しかし、妻子に、魔の手

がのびた・・・

　さまざまな事件がおき、そして時は過

ぎ去っていく。

　ラストシーンは、1913年のパリだった。

どこかさびしげな中年紳士ルパンが、若

い娘をエスコートしている。過去を問う

ても何もなかったといって、語らないル

パンに、娘がいった。

　「何もなかったら、こんなに魅力的なは

ずないわ」

　数々の喜びや悲しみ、冒険や苦難が、ル

パンを強靭な男に仕立てていた。

　彼は、遠くに見つけた。帽子にアールデ

コのエメラルドのハットピンをつけたカ

リオストロ夫人と、自分に面差しの似た美

青年。赤ちゃんのときに誘拐された息子の

ジャンだ。

　息子が犯罪を起こすのを阻止するため、

一騒ぎを起こすルパン。そのままどこか

に消え去った。舗道に、ひと茎のルピナス

の花だけ残して。

　優雅で繊細にして、軽やかな大泥棒。ど

こへ行ったのだろうか。彼を探す女たちの

声だけがこだまする・・・

　馬の疾走から始まったこの映画が、自動

車の登場で幕を閉じるのも時代背景を感

じさせて面白い。

　それにしても、貴族の女たちの首や腕か

ら盗まれるダイアモンドや真珠たちは、ア

ルセーヌ・ルパンという稀代の怪盗、優雅

で魅力にあふれた青年の目に見つめられて、

恋してしまったかのようにみえる。まるで

自ら身をささげるように、ルパンの腕の中

に飛び込むのである。

この映画の本当の主役は、華麗な宝石たち

だと思わされるのだ。なにしろ、ルパンの

宝石への惑溺は生半可ではない。

　ルパンは、お金は払わないけれど、その

代わりに命を賭けている。何年も、真っ暗

闇の牢獄につながれる危険と対峙している。

彼は、よいものを見分ける目を持ち、価値

のあるものには、敬愛の気持ちを隠さない。

いとしい恋人をみつめるように、数々のジ

ュエリーを甘く、優しい視線でみつめるの

だ。そこまで深く愛されたとき、宝石のほ

うも、その愛にこたえようとするのではな

いだろうか。

　彼にみつめられた宝石たちの、なんて魅

惑的な輝きに満ちていることだろう。あれ

ほどのあこがれの視線で渇望されたら、ル

パンに愛された女たちと同じく、ジュエリ

ーだって、ぜひわたしを奪って！と叫びた

くなるのではないだろうか。

　カリオストロ夫人に関しては、わたしは、

イタリア映画「マレーナ」のモニカ・ベルッ

チに演じてもらいたかった。クリスティン・

スコット・トーマスも美しいが、この魔女

のような女には、エメラルドのような尋常

でない美しさを望んでしまうのだ。

　この映画の宝石は、すべてカルティエが

提供し、魅力的な時代をかつてないほど正

確に、スクリーンの中に再現している。カ

ルティエはベルエポックを象徴するメゾン。

　ガーランドスタイルを作り上げたジュ

エラーが再現した当時の宝石世界は、あま

りにきらびやかで、自分が今、21世紀に住

んでいるのだということを、しばし忘れて

しまうのだ。

 

次頁に岩田さんの近況と「21世紀の冷たい

ジュエリ」サイン本プレゼントがあります。

著作権の都合で掲載できません
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岩田 裕子（いわた  ひろこ）

東京都新宿区生まれ。慶應

義塾大学文学部卒業（西洋史

専攻）。編集者を経て、少女

雑誌、ファッション誌など

に記事を執筆。現在は、宝石・

妖精のエッセイストとして

活躍している。　　　　　

http://www.geocities.jp/yamaneko1313/index.html

（作品の紹介や日記も公開していますので、気軽にお立ち寄りください。）

  岩田裕子 著

  本物は口にあてると冷たい、だから「冷たいジュエリ」

  定価1,700円　柏書店松原

装いも新たに復刊しました岩田裕子さんの「21

世紀の冷たいジュエリ」サイン本を、本紙読者

10名様にプレゼントいたします。どうぞふるっ

てご応募ください。

応募方法

住所、氏名、年齢、電話番号、区分（受講生、卒業生、会員、

AAJ会員、一般）を明記の上、岩田裕子さんへのメッセ

ージ添えて、GIA JAPANまでお送りください。

締め切りは10月25日（当日消印有効）となります。応

募者多数の場合は、抽選となります。なお、当選者に

は発送をもってご案内いたします。当選の有無につ

いてのお問い合わせにはご返答致しかねますので、

ご了承ください。

応募先

〒110-0005

東京都台東区上野5-15-14　御徒町CYビル

GIA JAPAN Gニュース編集部

「21世紀の冷たいジュエリ」読者プレゼント係
＊皆様から頂いた岩田裕子さんへのメッセージを紙
面上に　掲載する場合がございますので、ご了承くだ
さい。

近況

とうとう！（けっこう時間がかかりました）2006年10

月に「21世紀の冷たいジュエリ」（柏書店松原）を出版

することができました。14年前に刊行し、2万部の売り

上げがあった「冷たいジュエリ」（日本ヴォーグ社）を、

21世紀バージョンとして、復刊させていただいたもの

です。14年前、とてもたくさんの読者の方から面白い、

との感想をいただき、そのとき「カラー写真があった

らもっといい」という提案が多かったので、今回の本

では、目次に宝石写真をいれるという画期的なデザイ

ンにしています。また、「21世紀のジュエリ」という新

しい章には、最近、発見されたり、人気になった石（パ

ライバトルマリンやペツォタイトなど）10点ほどを書

き下ろし、私自身のイラストも、本邦初公開で、多数掲

載させていただきました（宇宙の絵、雪の女王のお城

の絵、フラミンゴの絵など）。この世界を何も知らずに

描いた本だからこその、ユニークな発想。そして、現在

の知識と深み。双方をドッキングさせたので、レトロ

なのに、現代的！！前の著書をご存知の方も、初めて

の方も、お手にとっていただければ幸いと存じます。

そして、文化出版局「ミセス」で連載中の巻頭エッセイ

「宝石を巡るお話」。11月号は「フレッドレイトン」のネ

ックレスとともに「エドワーディアン」を取り上げて

います。

「21世紀の冷たいジュエリ」

読者プレゼント


